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1.序言

書誌 ･索引 ･目録情報の,作成 ･流通に携わ

る者には,語学に関する技能 ･知識が必要であ

る｡通常,｢実用｣語学といえば,読み･書き･
話すといった運用能力を指し,それを伴わない

｢教養｣語学は役に立たないものとみなされが

ちである｡しかし,個別言語の運用能力とは別

次元で,広く浅く多種類の言語をメタ･レベル

で取り扱う技術的知識も,それなりに有用なも

のである｡この,もうひとつの ｢実用｣語学,

いわば ｢実用メタ語学｣を開発 ･普及すること

の必要を提唱することが,本稿の目的である｡

具体例として,試作中の翻字法入門,および,

タイ語の早見表を提示する｡

2.語学と翻字を考える

2.1 語学学習と語学マニュアル

2.1.1 書かれ難さもの,外国語上達法

外国語の学習に多大の時間と労力を費やして

ち,なかなか望みどおりには上達できない場合

が多い｡なぜだろうか? 思うに,切実な必要

に迫られてもおらず,使用目的もあいまいなま

まに学習を始めてしまっているせいではなかろ

うか｡日常生活あるいは業務上,その言語を使

わざるを得ない状況 ･環境に追い込まれれば,

多くの場合,なんとかそれなりに (切実さの強

度に応じて,分相応の範囲内のレベルで)使え

るようになるもので,必要がなくなれば,たち

まち忘れる｡使わない道具は錆び付く｡人は,

関心のないものは覚えられないし,常用しない

技能は身に付かない｡そして我々の多くが現実

に置かれている状況は,中途半端な程度に ｢必

要｣といったところだろう｡死活に関わるほど

切実な必要に迫られているわけではないから,

あまり時間も労力もかけたくない｡けれども,

一応の必要性は認めているから,現在の自分の

技能レベルについては引け目を感じる｡楽をし

て早く上達できる近道はないものだろうか｡
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外国語上達法については,古来さまざまに論

じられてきた｡しかし,実は,我々が本当にそ

のとおりに実践して成果の上がるような方法論

は,やはりなかなか書かれ難いものだと思う｡

つまり,語学習得の才に長け過ぎた達人の説く

方法は,往々にして,自身の成功の背景にあっ

た特殊条件の客観的分析を省略し,一般人には

そのままでは適用できないものとなっているお

それがある｡たとえば,シュリーマンの推奨す

る方法1)を実践するには,よほどの ｢情熱｣が

必要だろう｡また,語学に限らず,ものを教え

ること一般に共通することとして,自分が習得

に苦労した経験のない天才肌の達人,どうした

らできるようになるのかをあれこれ考える以前

にできるようになってしまっていたような人

は,凡人がどこでなぜつまずくのかを実感とし

て理解できず,教師としては必ずしも優れてい

ない場合がある｡かといって,語学の本当に不

得手な著者では,実効ある ｢上達法｣を書くこ

とはおぼつかない｡凡人の苦労を自身の体験と

して知っており,かつ,なんとか結果的にはあ

る程度以上の語学能力を獲得したような者が,

自身を含めて多くの学習者の困難はなぜだった

のか,また,なぜ ｢彼ら｣は楽々と習得できた

(ように見える)のかを客観的に観察して記述

した場合のみ,実効ある ｢上達法｣となるので

はなかろうか｡

外国語が苦手である,と自ら称する著者もあ

る2)が,それは,謙遜というよりも,ソータラ

チ-ス的な ｢無知の知｣としての実感なのかも

しれない｡傍目には語学の天才と映るような人

たちでも,我々との違いは,本質的なものでは

なく,程度の差に過ぎず,それなりの時間と労

力3)を費やさなければ,熟達は不可能なものら

しい｡努力要らずの秘訣の伝授を期待していた

我々は,がっかりしてしまう｡

しかしながら,外国語を学ぶということは,

個々の言語の十全な運用能力の獲得までを常に
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目指すべきものなのだろうか｡｢マスターする｣
こととは別次元で,各種の言語について,初等

文法程度のレベルで広く浅 く知っておくこと

ち,それなりに役に立つ技能である｡高度なレ

ベルにまで習熟を目指さず,各言語の概要を,

単なる ｢知識｣として理解すること｡我々は所

詮,各人各時点での必要と興味の程度に相応し

たレベルを超えては上達できないものだ,と見

切りをつけて,気軽に諸言語をかじってみるこ

と｡それなら, ｢習うより慣れよ｣式の時間 ･

労力 ･努力は避けて通れるはずだ｡

｢外国語を少し話せる者は良く話せる者より

も多くの喜びをそれに感ずる｡楽しみは一知半

解の徒のもとにある｣4)0

2.1.2 書かれ難きもの,特殊言語マニュアル
従来から,洋書の目録作成業務の手引書とし

て,実用的な語学マニュアル類は各種公刊され

てきた5)｡ただし,場合によっては,求める事

項がとりあげられていなかったり,より詳しい

解説のないことを不足に感じることがある｡限

られた紙面での取捨選択で,優先順位の低い情

報は切り捨てられざるをえず,特殊言語6)につ

いての説明は簡略に済まされがちとなるのだろ

う｡

特殊言語の目録処理技術を解説した文献は,

管見するところ,あまり多くは発表されていな

いようだ｡書きにくいテーマではある｡多様な

言語による資料を日常的に多数扱っている,専

門性の高い図書館にとっては,本稿で言及して

いるような例は,｢そんなことはとっくに知っ
てるよ｣という,改めて論じるまでもない自明

の ｢常識｣に属することがらばかりだろう｡逆

に,一般の図書館では,実際に特殊言語資料を

扱う件数が少なく,切実な需要がない｡たいて

いのものは,なんとかその場しのぎでも一応の

処理はできてしまう｡つまり,せっかく解説文

書を書いても,いずれの役にも立たないという

ことにもなりかねない｡しかし,特殊言語資料

日常多数取扱館でも,担当者の異動等がある｡

誰しも最初は跡し者であり,業務の一貫性を保

つためにも,文書化された語学マニュアルは有

意義ではなかろうか｡一般館でも,業務の品

質 ･効率を高めるべく,日頃から語学に関する

技能 ･知識を培っておくことが望ましい｡

2.1.3 ｢習うより慣れよ｣への異議

｢習うより慣れよ｣(Practicemakesperfe-

ct)は,中級者が習熟を目指す場合には有効か

もしれないが,初学段階にあっては,｢習って
から慣れろ｣(Learnbeforepractice)と主張

したい｡やみくもに ｢習うより慣れよ｣を実践

するのは,地図を持たずに山に登るようなもの

だ｡楽な近道のあるのを知らずに険しく遠回り

な道を進めば時間と体力を余分に消耗してい

き,やがて道にも迷い,ついには遭難 (中途放

秦)に至ることもある｡我々の語学マニュアル

は,個別言語の習得を支援するような ｢地図｣
でもありたい｡あらかじめ ｢山｣の概要を展望

しておいてから実際に着手した方が効率も良

く,また,中途挫折の割合も減るのではないか

とは,豊富な挫折経験に基づく筆者の感想であ

る｡

｢習うより慣れよ｣ばかりが語学学習ではな

いことは,発音指導でも例証される｡たとえば

英語の1とrの区別を,一般参加者にその場で

習得させて見せるテレビ番組を,筆者も何回か

目撃したことがある｡一般に発音は,音声学的

な,つまり,口の中で舌をどこに接触させて,

といった類の具体的な解説と,それに基づく適

切な練習方法の指導さえあれば,たいていの人

は容易に習得可能なはずのものなのだ｡にもか

かわらず,往々にして,｢この音はこの言語に
独特で,日本語の類似音とは区別しなければな

らない｣と述べておきながら,どこがどう違う

のか,具体的にどんな練習をすればできるよう

になるのかの説明を怠り,ただ単に,｢母語話
者 (nativespeaker)の発音を良く聞いて模倣

するように｣という指示だけで済ませている場

合がしばしば見受けられる｡しかし,通常の成

人学習者は,耳から聞いただけでそれが発音で

きるようになどなるものではない｡長年現地に

在住し,かなり淀みなく会話できるにもかかわ

らず,いつまで経っても発音から外国人なまり

が消えないといった実例は珍しくない｡また,

巻き舌のrの発音を ｢他のヨーロッパ諸言語の

rと同じ｣だからと称して,その習得 ･練習方

法を解説しない個別言語学習書も多い｡
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2.2 技術的知識としての実用語学

2.2.1 語学的知識の有用性

多数の言語の概要を知っておくと,いろいろ

な場面で役に立つ｡たとえば所蔵調査には,西

洋人名のラテン語形と諸国語形の対応の知識

や,基礎的な翻字法を習得しておくことが有用

である｡図書館情報学の授業科目にも,もっと

語学を取り入れるべきである｡図書館以外の出

版 ･印刷 ･翻訳 ･学術 ･報道 ･行政等の諸場面

にも必要である｡たとえば人名 ･地名の適切妥

当なカタカナ表記を,現地音に基づいて考える

際にも,語学は不可欠である｡

不案内な言語に対処する必要に迫られたと

き,最小限の時間と労力しか費やさずに,か

つ,ある程度の水準は確保しつつ,とりあえず

の処理をおこなう技術は,今後,開発 ･研究さ

れていくべき分野といえる｡編集 ･校正 ･索引

等についての市販の各種手引書を見ても,外国

語の取扱技法についてはあまり言及されていな

いようだ｡出版物その他における,外国語関係

の誤植の多きは,日頃我々の目にするとおりで

ある｡たとえばアメリカの小説や映画には,し

ばしば,中南米系の登場人物がスペイン語のせ

りふを発する場面があるが,その日本語訳やカ

タカナ表記の発音が初歩的な誤りだらけという

類の事例は,不勉強な翻訳家に代わって編集

者 ･制作スタッフが校正で訂正してやれば,か

なり減らせるはずだ｡スペイン語では,文字Ⅴ

の発音はbと同一であり,カタカナへの転記に

｢ヴ｣を用いるべきではないとか,現代ギリシ

ア語では,文字βの発音は [Ⅴ]だとかいう類

のことを,単なる知識として知っているだけで

も良い｡

半可通の語学力でも,それなりに役に立つ｡

少なくとも,洋書目録作成の実務には大いに役

に立つ｡それ以外の図書館業務にも有用であ

る｡あまり自信のない言語で書かれた事典類で

ち,臆せず使ってみれば,固有名詞の調査等に

威力を発揮するものだ｡ひるがえって各自,自

身の母語について改めて考えてみれば,万人が

自由自在に名文を書けるわけでもないし,ま

た,ひとつの言語のあらゆる単語を知っている

個人というものも存在しないことが理解されよ

う｡カタコトからベラベラまで,語学運用能力
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の格差は,質的というよりも量的な差異に過ぎ

ないと思えば,完壁主義に陥らずに使ってみる

励みにもなる｡

2.2.2 目録作成に必要な｢語学力｣のレベル

通常の洋書目録作成業務をこなすには,個々

の言語の運用能力に習熟している必要はないと

思う｡もちろん,習熟していないよりはしてい

た方が作業能率その他の面で望ましい｡とはい

え,両者の作成する目録の品質に顕著な差異が

現れる事例は,むしろ稀ではなかろうか｡特

に,近年のように,NACSIS(NAtionalCen-

terforScienceInformationSystems:学術情

報センター)の総合目録データベースの充実に

より,既存の書誌レコードをそのまま,あるい

は若干の加工を施して流用するだけで処理でき

る資料の割合が増えてくると,旧来の意味での

語学力 (運用能力)の必要性は,ますます低下

しつつある｡逆に,相対的に意義が高まってき

たのが,所蔵館の少ない (ユニークな)書誌の

登録を,いかに促進するか,またその品質水準

をいかに確保するか,という問題である｡

特殊言語による資料の登録を奨励 ･支援する

ためにも,語学マニュアルの拡充が必要とな

る｡電算機の効用で,旧来のカードや冊子体の

目録に較べて,同一または類似書誌を発見する

検索は,飛躍的に容易となっている｡類似書誌

の流用を高い頻度で期待できる近年の環境下で

は,目録作成に必要な特殊言語処理技能という

ものも,かなり簡易なレベルで用が足りるので

はないかと考えられる｡特殊言語資料の目録整

理は,ともすれば,後回し,棚上げとされかね

ない｡また,総合目録 ･ネットワーク化の時代

への過渡期にある現今,特殊言語の目録法や索

引の標準化も急務である7)0

ある言語の初等文法をひととおり学習して,

さて原書を読もうとしても歯が立たなかった,

あるいは,第二外国語として履修したことに

なっているのに,新聞も読めない,手紙も書け

ない,そんな経験にこころあたりはないだろう

か? 少なくとも筆者の場合はそうだったし,

その後もあまり進歩していない｡しかし,それ

でもたとえば,対訳テクストをまず用意して,

訳文を先に読んでからそれにあてはめて原文を

なぞっていけば,おおよそ理解することはでき



大学図書館研究 XLIV (1994.8)

る｡自力ではろくに読めもしない言語でも,誤

植や誤訳の判断は,ある程度できるものだ｡

翻字を必要とする特殊言語の目録作成も,総

合目録中に該当または類似書誌をまずみつけ

て,記述の各項目に対応する箇所を現物中に順

次さがしていけば,おおむね納得できる｡自力

ではあいまいにしか翻字できなくとも,同一書

誌かどうか判定し,簡単な修正を加えるくらい

はできるものだ｡ときには,良くわからない部

分が残ってしまうこともあるかもしれないが,

利用者の検索および識別同定に支障のない範囲

内なら,｢まあだいたいこんなもんだろう｣と
いう程度の目録ができれば,実用上はそれで

じゅうぶんなのである｡

2.2.3 語学マニュアルのコンセプト

ある言語をみごと ｢マスターする｣ことを,

高さ100にたとえてみよう｡そして,通常の語

学学習を,坂道を登ることに見立ててみる｡登

るには気力 ･体力を要するので,多くの人は,

10か20まで登ったところで力尽きてしまう｡

中には,もっと高いところまで登れる者もある

が,滑り易い傾斜路なので,ずり落ちないよう

にしがみついているだけでも努力を要する｡

せっかく苦労して中級レベルまで登っても,日

頃使う機会がないと,いつのまにか位置が下

がっている｡

他方,筆者の提唱する語学マニュアルは,梯

子に見立ててみたい｡坂道を避けて,最短距離

に近くなるような場所に立てかける｡坂道を登

るだけの気力や体力がない人でも大丈夫｡ただ

し,あまり長い梯子を製作することは技術的に

不可能なので,せいぜい20か30までしか登れ

ない｡それでも,当面の課題に対処する用には

足りる｡足元はいくぶん危なっかしいかもしれ

ないが,用が済んだらすぐに降りるつもりなの

で,慎重に事を運べばなんとかなる｡いつも梯

子に頼ってばかりいるので,手元に梯子がない

ときは,初歩的なことも処理しかねるが,皮

面,こういう補助器具があるおかげで,いろい

ろな種類の坂道を横から眺めた経験があるの

で,坂道自体を登った実体験はなくとも,隣近

所の坂道の様子も,なんとなく類推で見当がつ

く｡筆者の構想する語学マニュアルのコンセプ

トは,このようなものである｡

2.3 翻字法入門の提案

2.3.1 用語の確認

狭義 の ｢翻字｣(transliteration)は,ある

言語の通常の文字体系で表記されたものを,他

の文字体系に移し換えることを指す｡もとの文

字と変換先の文字とを規則的に対応づけること

を基本とし,理想的には,細字された文字から

もとの文字への再変換が,機械的な置き換えだ

けで一義的におこなえるものである.

これに対して,｢転写｣(transcription)は,
ある言語の発音を,別の言語の文字体系の中で

書き表すことを指す｡発音を媒介にするため,

もとの文字と変換後の文字との対応は複雑にな

る｡また,変換先の言語体系になじむ綴字が選

択されるため,変換先の各言語毎に微妙に異

なった方式 となる8)｡｢転写｣のうち,変換先
の文字がラテン･アルファベット (ローマ字)

で あ る場 合 が,｢ローマ字 化｣(romaniza･
tion)である｡

狭義の ｢翻字｣(発音よりも文字の規則的対

応を優先)は,文字の対応よりも発音を優先す

る ｢転写｣や ｢ローマ字化｣と対立する概念だ

が,広 義 の ｢細 字｣に は,transcriptionや

romanizationも含まれる｡本稿でも ｢翻字｣と

いう用語を主として広義の意味で用いている｡

2.3.2 LCとISO9)

書誌データの流通上,現在最も普及している

翻字法は,LC(LibraryofCongress:米国議

会図書館)の方式10)だろう｡多種類の言語に対

応しており,また,長年の実績で適用例の蓄積

も豊富である｡ただし,発音を (英語式に)

ローマ字表記する,という伝統的な発想に基づ

く部分が多い｡他方,国際標準化機構 (ISO)

の方式には,文字の規則的対応優先の,欽義の

｢潮字｣への志向があり,LCの方式と一致し

ない箇所が少なくない｡書誌データの国際交換

や,索引情報の普遍的管理という観点からは,

ISOの方式が原理的には優れている｡将来的

には,LCとISOとの調整･統一が希求される｡

ところで,情報機器環境がもう少し進歩し

て,多くの文字体系をあるがままの形で,手軽

容易に処理できるようになれば,翻字の問題が

無意味になる可能性も考えられる｡しかし,請
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言語による索引情報を一元的に管理したり,図

書の配架記号の整合性を確保したりといった,

一次元の配列を要する場面が残る限り,翻字も

必要であり続けるだろう11)0

2.3.3 翻字法入門の必要性

現行の翻字の諸方式は,多くの場合,発音を

ローマ字で表すという要素が (程度の差こそあ

れ)加味されたものとなっている傾向がある｡

そのため,もとの文字を機械的に1対 1でロー

マ字に置き換えていくだけでは済まず,発音や

文脈を媒介とした細則が加わり,複雑になる｡

翻字表は,その言語をある程度は知っていない

と,十全には使いこなせない｡

細字表の目的は,細字の一貫性を確保するた

めの基準 ･規則を示すことにあり,当該言語自

体の基礎知識は,使用者各自が別途習得するよ

う期待されている｡他方,一般の学習書 ･入門

書は,翻字についての具体的な疑問に必ずしも

十全に対応できるものではない｡学習書 ･入門

書の ｢文字と発音｣のページがあまり言及して

いないような事項を補足し,翻字表への架け橋

となるような手引,すなわち,｢翻字法入門｣
にあたるものが必要となる0

2.4 潮字法入門の試作

2.4.1 基本となる文字体系の種類

文字は,言語系統の相違を超えて借用され,

広く伝播してきたものなので,文字体系の種類

は,言語の種類に比べて,はるかに少ない｡キ

リル文字,アラビア文字,デーヴァナ-ガリー

文字を基本として確認しておけば,あとはその

応用として,かなりの範囲に類推が効 く｡さ

て,日本語の表記体系を客観的に顧みて,もし

自分が日本語を全く知らない外国人で,今から

これを学習し始めるところだったら,と想像し

てみてほしい｡この極めて複雑な表記体系12)

を,日常使用して生活できてしまっている事実

を思えば,現代の世界の文字で,おそるに足る

ものなどないような気さえしてくる｡

キリル文字については,先行文献13)にも解説

があるので,本稿で改めて付け加えるべきこと

もあまりない｡1対1に近いかたちで逐字的に

置き換えていけば済む点は容易だが,(変換元

の)諸言語で互いに微妙に異なる部分があるこ
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とや,昔の綴字法には留意する必要がある｡た

とえば筆者は,既存書誌中のHのローマ字転記

がyとなっていたのを,うっかりiに ｢訂正｣
してしまいそうになった経験がある｡ロシア語

ではなくウクライナ語なので, yのままで正し

かったのだが｡

2.4.2 アラビア文字

右から左に向かって横書きする｡母音は補助

記号で表記され,子音と対等な ｢文字｣のうち

に数えられていない｡また,母音が書かれるの

は,学習書や,朗諦されるべ きものである

rコーランJ(a1-Qur'豆n)等の,特殊な場合に
限られる (日本語で漢字にふりがなを付記する

ようなもの)｡辞書を引くには,活用形や派生

語から接辞を取り除き,語根 (通例3子音から

成る)を見抜く必要がある｡筆者の場合,アラ

ビア語文法はどうも難しくて良くわからないの

で,辞書を引く際は,語頭のm,t,y等は語

根と関係ない接頭辞に属する場合が多いから取

り除いて,というような機械的な発想で見出語

の見当を付け,列挙されている派生語の語形と

意味を見比べて,あてはまりそうなものを拾っ

ていくという,たどたどしい方法で対処してい

る｡アリフ (alif)および半子音 W,yが,請

根子音か否かを判別するのが,最も困難を感じ

るところである｡

アラビア文字は,イスラーム文化圏にひろく

普及し,ベルシア語,ウルドゥー語等も,これ

に若干の修正を加えたものを用いている｡トル

コ語,マレー語,スワヒリ語等は,現在では

ローマ字で表記するが,つい数十年前まではア

ラビア文字を使用していた｡

更に,-プライ文字は,外見はかなり隔たっ

ているが,右から左に横書きで,母音が通常表

記しない補助記号であることをはじめ,構成原

理もアラビア文字と共通している｡

2.4.3 インド系諸文字

インドの諸言語の文字は互いに似通ってい

る14)｡また,チベット語,ビルマ語,タイ語

等,南アジアの諸言語も,古典語サンスクリッ

トのデーヴァナ-ガリー文字を原型として派生

した文字を使用している｡サンスクリット文法

は非常に複雑だが,とりあえず文字だけ学んで

おけば,多数の言語について類推が効くように
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なって便利である｡

デーヴァナ-ガリー文字は,左から右に横書

きする｡音節単位でひとかたまりのブロックを

形成する｡母音で始まる音節には母音文字が用

いられるが,子音で始まる音節の母音は,補助

記号で表記される｡母音記号の多くは,子音文

字の右または上下に添えられるが,短母音 iは

左に書かれる｡文字の上部をつなぐ水平線と,

音節毎の垂直線 (文字によってはこれを欠く)

は,音節毎のブロックを支える枠線のようなも

ので,それ自体には音価はない｡子音連続を表

記する ｢結合文字｣が多数あり,一見複雑に見

えるが,その大部分は,単独文字から縦横の枠

線を取り除いたものの組み合わせに過ぎない｡

サンスクリットの文字配列は,音声学的に体系

的に整理されており,日本語の五十音図も仏教

経由でこれを取り入れたものであることを想起

すれば,辞書の文字配列も見当を付けやすい｡

3.タイ語早見表の試作

3.0 タイ語を例に択んだ理由

タイ語は,日本でも複数種類の学習書が刊行

されており,その入手も比較的容易である｡他

方,タイ文字は,世界の文字の中でもかなり難

しい部類に属する｡表音文字ではあるが,文字

と発音との対応が複雑である｡本稿でタイ語を

例として択んだ理由は,そのように ｢難しい｣
言語でも,かろうじて辞書が引けて,とりあえ

ず翻字ができる程度の用途に限定するならば,

コンパクトな早見表のかたちに還元できる,と

いう実例を示すのに好適と判断したためであ

る｡以下では,既存のいくつかの学習書から要

点を抽出し,よりプラグマティックな早見表の

かたちに再構成を試みる｡

3.1 音素15)

子音音素は,表 1のとおり16).21種類ある｡

母音音素は,表2の短母音9種類のそれぞれに

対応する長母音があるので,計18種類｡声調

は,5種類を区別する (図 1)17)0

3.2 文字

タイ文字は,左から右に横書きする｡子音を

表す文字が44個ある｡母音は,独立した文字

ではなく,子音文字の上下左右に記号を付けて

表記する｡また,文字の上部に記号を付記して

声調を表す｡単語の分かち書きはしない18)0
それぞれの文字や記号は,単独で特定固有の

音価や機能と1対 1で対応しているよりも,他

の文字や記号と共に使用されて初めて,それぞ

れの組合せに応じて発音が決定する場合が多

い｡

3.2.1 子音文字

子音文字を,辞書の配列順に示すと,表3の

とおり19)｡うち,2文字は現在使われていない

廃字 (3番目の刊と5番目の円)である.子音

文字は,声調との関係で,3種類に区分され

る｡すなわち,表 3で,実線で囲んだ文字が

｢中子音｣,点線で囲んだのが ｢高子音｣,その

他が ｢低子音｣である｡同じ発音の文字が複数

あり,語源等に基づく正書法に従って書き分け

る｡表3では各文字の下に,音節初頭での発音

をローマ字20)で付記した｡同じ文字でも,音節

の初頭と末尾とでは音価の異なるものが多い｡

表1をLCのローマ字化方式で書き換え,音節

初頭と音節末との発音の対応を加味すると,表

4を得る｡実線で囲んだ各グループは,音節末

では○で囲んだ音になる｡なお,音節初頭での

音価がyである文字は2種類あるが,音節末で

はn)はn,eJはi(複母音の後半の半母音)でU
ある｡

3.2.2 母音記号

表2をLC方式のローマ字で書き換えると,

表5を得る｡基本的な母音記号を,辞書の配列

順に示すと,表621)のとおり｡これらの記号が

相互に,または,文字臼,つ,8とも組み合わ

されて,母音を表記する｡たとえば文字の左の

i,文字の右のlは,単独ではそれぞれ,eと
豆を表すが,この2つを同時に使ったL~lは

eaではなく,aoという母音を表す.つまり,
i-1という組合せでひとまとまりの母音記号で

あって,単独の Lや1とは関係ないと解した方
がわかりやすい22).dは,短母音化を表すが,

声調記号があると消える｡芝;は,音節末の声門

閉鎖音を表し,同時に母音が短くなる｡

組み合わされた母音記号と,そのローマ字化

を,辞書の配列順序に従って示すと,表7のと

おり23)｡母音記号の表記が無いときは,音節末
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表 1子音音素 唇 歯茎 硬 軟 =上■Jq門(ⅠPA準拠) 口蓋 口義

閉 無声 帯気 pb th ch kh

鎖 無気 p t c k ?
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表4子音音素(LC準拠)
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表 3子音文字

中子音 高子音 低 子
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d
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b

刊 刊
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y
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s
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¶
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Ⅵ
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∩
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創

払

方

t
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‥

表6母音記号(基本配列)

d
- - S 一- I1---1-勺- i- <一 ･q

-.-.もー弘一1-1-1-

表 7 母音記号(叔合せとローマ字化)

忘つ 二 ilU If a 詔 U 二 S ay 憲 u

o くヽ d <

㌻ 1 忘 1U 忘 lつ -{ml

･ r u 7 tT tJu ul u e e

L言 1 号 1日 忘 Lご 日

比㌃ LLご "㌃S t忘 つ
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高声 - (高平) 表8声調の決定

I

:二 三 L

〉(上昇)
(中平)
A(下降)

低声 L (低平)

図 15種類の声調

中子音 高子音 低 子 音

3旺註I:コ75-平音節 平声 上声 平声促音節 低声 下声 l高声

I 低声 下声

少 下声 高声

cy 高声

が子音 (声門閉鎖音以外の)ならば母音 Oを想

定して読み,母音24)ならばa (まれにはラ)が

想定される｡ただし,子音連続の場合もある｡

LCは,辞書を典拠として確定するよう指示し

ている25)0

q,flは,伝統的には母音の系列で扱われる
が,辞書ではそれぞれ,盲,日の次に配列され

る音節文字である.官lは,単独ではru･,ri,
roe26)のいずれか(語桑毎に決定する):qlの
組合せのときは佃 を表す｡Jlは,単独では
Iu:fnの組合せのときは1ilである.
また,子音文字盲は,場合によってさまざま

な音を表すが,母音の発音に影響する場合もあ

る｡同一音節内に別の子音が先行し,かつ,こ

の文字自身が音節末の場合は,onと読む｡2

文字並べた盲盲は,音節末ではan,同一音節
内に別の子音が後続する場合はaと読む｡

3.2.3 声調記号

声調記号は4種類ある｡同じ声調記号でも,

組み合わされる子音 (音節初頭音)の種類等に

応じて,表827)のように,別々の声調に対応す

る｡なお,｢平音節｣は,音節末が鼻音/m,
n,り/または長母音または複母音の音節を指
し,｢促音節｣は,音節末が閉鎖音/p,t,k,
?/の音節を指す.

文字抑ま,低子音の文字の前に書いて高子音

としての声調を表す記号として用いられること

がある｡そのときはhの音価はない｡文字句

は,低子音Uの前に書いて中子音としての声調

を表す記号として用いられることがある｡その

ときは ･の音価はない｡

3.2.4 その他の記号

それぞれの機能とLCのローマ字化規則を示

すと,下記のとおり:

記号 機能 LC

l 省略記号 ｢･.･｣
なお,｢等々 (etc.)｣を表す1alは,
｢la｣とローマ字化する

cl 繰り返し記号 先行音節を2回綴る

b 黙字記号28) 該当部分を無視する

この他,タイ文字には数字専用の文字もある:

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 6) b Gn a; a; b cう d 5

3.2.5 特殊な読み方

以上述べてきた以外に,さまざまな特殊な読

み方をする場合がある｡たとえば,

a)Ylは通常はthだが,ときにはdを表す｡

b)yI盲の2文字を並べてひとつの音 ｢S｣

を表す場合がある｡

C) 1個の子音文字を,音節末と次音節の初

頭 との計 2回読む場合がある (一字再

読)0

d)表記されている文字を発音しない場合が

ある｡

e)長母音はしばしば短母音化し,短母音は

ときどき長母音化する｡

f)表記されているのと異なる声調で発音さ

れる語もある｡

タイ語の文字の読み方には例外が山ほどあ

る｡これを,｢例外規則｣として場合分けして
列挙していくと,あまり実用的ではなくなる｡

頻度の高い主要なものだけをひととおり見てお

く29)にとどめ,あとは必要の都度,辞書で確認

することにした方が効率が良い｡我々として

は,｢なんだか理由は知らないが,この単語は
辞書によると,こういう綴りを書いてこう発音

することになっているから,翻字はこうなるの

か｣と納得する程度で可としよう｡
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3.3 その他

3,3.1 辞書の引き方30)

辞書の見出し語は,発音に関わりなく,綴り

に現れた文字によって配列されている｡まずは

じめに語頭の子音文字を見る (子音の左側に書

かれた母音記号は後回し)｡次に語中の母音記

号を見る｡

3.3.2 暦,その他31)32)

タイの仏暦は釈迦が入滅した年を元年とし,

西暦に543年を足すとその数字を求めることが

できる (たとえば西暦 1994年は仏暦 2537年)0

ただし昔は,4月 1日が元旦だったので,たと

えば仏暦 2473年は,西暦 1930年と等価ではな

く,1930年 4月 1日から1931年 3月31日ま

での1年間を指している｡1941年以降からは,

新年の開始日は1月1日に変更された｡

4. 結語

良く知らない言語による資料が,処理を要す

るものとして既に手元に回ってきているとす

る｡当該の言語をまともに学習しているだけの

時間的余裕もないし,その意欲もなく,また周

囲の人々も自分同様,その言語を解さない,そ

んなとき,すぐに頼れる早見表のような語学マ

ニュアルがあれば便利だろう｡各個言語につい

ての学習書が,それなりのページ数を要してい

るのは,読み ･書き･話すといったプラクティ

カルな運用能力を漸進的に習得させるべく,例

文や練習問題を盛 り込んでいるためであって,

かろうじて辞書が引ける程度を目樺 とするな

ら,必要事項は,少数の単純な規則に還元でき

る｡

このような ｢実用｣語学の開発･普及により,

図書館をはじめとする (が,それらに限らな

い)諸分野の現場での時間と労力を節減すると

ともに,業務の品質を向上させることをも目指

したい｡
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5)語学マニュアルの現状については,林 哲也

`̀語学マニュアルの拡充に向けて:辞署の引き

方を例としで'r現代の図酉館132(2),1994,
pp.148-153の中で展望しておいた｡

6)国家レベルの公用語や,何千万もの話者人口

を擁するものも含めて,｢特殊｣呼ばわりする
のも妙な気もするが,日本で一般に学習機会

が少なく,従って,その処理能力を持ち合わ

せている者も少ない言語を,便宜的に ｢特殊

言語｣と称することにする｡

7)ハングル資料研究会 "｢ハングル資料の収集･
整理 ･奉仕に関する調査｣結果概要"r図書館
雑誌｣88(3),1994.3,pp.173-176

8)秋月孝子 "ロシア語アルファベットのローマ
字細字についで'｢スラグ研究Jno.22,
1978,pp.252-263,および折込の別紙1葉

9)宮津 彰 "翻字,ローマ字,ISO''r現代の図
書館130(3):特集 ｢標準化活動の概要 :ISO/

TC46の動向を中心に｣,1992,pp.191-195

10)ALA-LC romanization tables:translitera-

tionschemesfornow-Romanscrかts/ap-

provedby山eLibraryofCongressandthe

American Library Association:tables

compiledandeditedbyRandallK.Barry.

Washington,LibraryofCongress,1991

ll)原綴のままの処理を主体としてもなお,ロー

マ字翻字の必要な場面が,ある程度は残るこ

とについては,鈴木裕子 "朝鮮語図啓のハン

グル表記による目録公開についで'rァジア経
済資料月報｣24(2),1982.2,pp.71-80の

p.74を参照｡また,この記事は,ハングルと

ローマ字を1対 1で対応させる韓国文教部方

式と,発音優先のMcCune-Reischauer方式

との対照,更に,ハングルのまま索引を編成

することの得失の検討についても具体的に紹

介している｡

12)日本語の表記体系は特異である｡ただし,日

本語そのものが特殊というわけではないこと

については,角田大作 r世界の言語と日本

語 :言語類型論から見た日本語j東京,くろ



大学図書館研究 XLIV (1994.8)

しお出版,1991,pp.225-237を参照｡

13)宮島太郎 rロシア語図書目録法入門J東京,

龍渓書舎,1981(図書館整理技術研究会モノ

グラフシリーズ,1),特に,pp.103-111

14)たとえば,丸山昭二郎,井上哲也共編 r洋書

目録マニュアルj東京,El本図畜館協会,

1970のpp.158-159を一瞥すればわかるとお

り｡

15)この項では,IPA (InternationalPhonetic

Alphabet:国際音声記号)に準拠して整理し

た｡ただし,個別言語で語の意味の弁別機能

を担って識別される音韻論 (phonology)上

の単位としての音素 (phoneme)であり,物

理的な音声 (sound)を音声学 (phonetics)

的に必ずしも正確な記号で表したわけではな

い ｡

16)音声記号 ?は,声門閉鎖音 (glottalstop)を

表 す｡こ'の音声 は,日本語 で も,繁 いて

｢あっ｣と叫んだときの母音の前後で観察され

る｡(タイ語に限らず一般に)いったん息を止

めた状態から母音を発すると,大なり小なり,

母音の前に声門閉鎖音が現れる｡

タイ語では,母音で始まる語の存在は許さ

れない｡語頭に通常の子音が無いときは,声

門閉鎖音が補われる (辞容は文字8の項で引
く)｡同様に,単語が短母音で終わることは許

されず,語末の短母音には声門閉鎖音が付 く｡

LCのローマ字化では,語頭 と語末では無

視,語中では (̀ayn)で表記される｡

17)タイ語のローマ字表記で,声調を表すときは,

通例,母音の上部に符号 (低声は-,下声は

〈,高声は一,上声は-)を付ける (平声は

無記号)｡なお,LCの方式では,声調は無視

する｡

18)ローマ字化にあたっては,通例,分かち書き

を施す｡LCのタイ語ローマ字化規則は,前掲

ALA-LCromanizationtablesでは,pp.176-

191の計16ページあるが,うち,12ページ余

を分かち書き (worddivision)の規定が占め

ている｡

19)坂本恭章 ｢タイ語入門j東京,大学昏林,

1989,p.23をもとに再構成｡

20)この項以降,ローマ字は,LCの方式によるも

のを用いることにする｡

21)河部利夫 r基礎タイ語]東京,大学書林,

1967,p.262より引用 (ただし,冒頭に畠を

追加した)0

22)坂本,前掲書,p.20の説明より流用｡

23)ALA-LCromanizationtables,p.176の母音

の一覧表 (音節文字q,flを除 く)を,辞署
の配列順序に従って並べ変え,かつ,子音の

代用としての文字句を一に置き換えると,表

7を得るoなお,_49は,LCの表にはないが,
学習雷には通例掲載されているようなので,

追加しておいた｡

24)短母音に声門閉鎖音が付いたものを含む (注

16参照)0

25)ALA-LCromanizaiiontablesのp.178では,

適用規則のRomanization,5として, ･̀-de-

pendingon仙epronuntiationasdetermined

fromanauthoritativedictionary,suchasthe

Royallnstitute'slatestedition(1982)'とし

ている｡

26)冨田竹次郎 rタイ日辞典｣天理,尊徳社,

1987,p.29によると,roeと発音する語桑は

1語だけしかないらしい｡

27)坂本,前掲香,p.27をもとに再構成｡

28)黙字記号は,外来語等の語源の綴に含まれて

いた音を,発音はしないが表記には反映させ

るためのものだが,複数の文字を黙字化する

ときも1個の黙字記号で代表させて済ますの

で,注意が必要｡

29)より詳しくは,冨田,前掲書,pp.7-31:"I,3

タイ国語の文字と発音の概説"で,来歴も含

めて知ることができる｡

30)河部,前掲書,pp.262-263…辞智の引 きか

だ'を参照｡

31)丸山昭二郎編 r洋書目録法入門.マニュアル

編｣東京,日本図書館協会,1988(図昏館員

選苔,7),pp.90-91,および,末鹿昭 "タイ

の暦法と干支"r｢こよみ｣と ｢くらし｣:第三
世界の労働リズム｣(小島震逸,大岩川鰍編)

東京,アジア経済研究所,1987(アジアを見

る目,73),pp.52-58を参照｡

32)現代タイの姓名については,園部益子 "タ

イ :｢姓名法｣制定から八十年"r第三世界の
姓名 :人の名前と文化J(アジア経済研究所 ･
企画 :松本情作,大岩川轍･編)東京,明石専

店,1994,pp.123-131を参照｡

<H.6.･5.26 受理 はやし･てつや

筑波大学附属図書館情報サービス課共通窃庫係>
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